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協賛企業：（株）メガ、（株）成心設備、西関東開発（株）、（株）ウィルマート、（株）R&C、（株）渡辺工業所、甲府市管工事協同組合、（株）とちの木、（株）ACL、（株）エスティケイ

山梨県の不登校支援について考える

人権移動教室の授業を受けた子供たちの感想文が、裏面にてご覧いただけます。

＜お詫びと訂正＞先月号にて、甲府市立相川小学校の人権移動教室が9月2日（水）となっておりましたが、正しくは9月8日（火）となります。お詫びと訂正を申し上げます。

山梨県でも、不登校は一部の家庭だけの問題ではなくなっています。文部科学省の令和６年度調査では、県内の小・中学校の不登校児
童生徒は2,337人（小学生844人、中学生1,493人）。在籍1,000人当たり41.2人で、全国平均38.6人を上回りました。令和４
年度からの２年間で約２割増えており、令和６年度は過去最多となっています。

背景を「本人のやる気」や「家庭の問題」だけで説明することはできません。県が長期欠席児童生徒の保護者771人を対象に行った調査
からも、心身の不調、生活リズム、学校環境や人間関係、発達上の特性、家庭環境などが複雑に重なっている姿が見えてきます。また、子
どもの欠席に対応するため保護者が仕事を休んだり、離職したりするケースもあり、不登校は家族全体を支える視点が必要な問題で
す。（※１）

この調査では、保護者が学校（教育委員会）に特に求める支援について、「学校が安心できる場所になってほしい」を「強く望む」割合が最
も高く61.0%、次いで「在籍学校内に、教室以外の居場所をつくってほしい」が46.7%、「学校外支援（教育支援センター、フリースクー
ル、居場所など）と在籍学校の連携をしてほしい」が42.5%となっています。学校や教育委員会等も、これらの要望にしっかり応えて
いくことが求められます。

県教育委員会は、スクールカウンセラーによる心理面の支援に加え、福祉との橋渡しをするスクールソーシャルワーカーを令和８年
度、小中学校関係に20人、高校関係に3人配置しています。さらに、フリースクールなど学校外での学びを出席扱いにできるガイドラ
インも整備し、「学校へ戻ること」だけを目的とせず、子どもの社会的自立と学びの継続を重視する方向へ転換しています。

隣の長野県には参考になる取り組みがあります。県独自の「信州型フリースクール認証制度」を設け、一定の基準を満たした民間施設を
認証し、運営費を助成しています。2026年8月時点で累計52か所が認証され、学校、教育支援センター、フリースクールなど複数の
学びの場を地域全体で支える仕組みがつくられています。（※２）

山梨県も2028年4月、県立夜間中学と「学びの多様化学校」を併設した新しい中学校を開校する予定です。学びの多様化学校は、不登
校やその傾向にある生徒が、一人ひとりの状態に応じた教育課程で学べる正式な学校です。「わかる・できる・楽しい」と感じられる学
びを掲げており、新たな選択肢として期待されます。（※３）

そして家庭で最も大切なのは、親子だけで抱え込まないことです。まず担任、養護教諭、スクールカウンセラーなどに相談し、話をしに
くければ山梨県総合教育センターを利用できます。保護者だけの面談やオンライン相談にも対応しています。「やまなし子供SOSダイ
ヤル」（0120-0-78310（なやみいおう））は、24時間365日利用できます。（※４）

登校できるかどうかだけでなく、「この子が安心して生活し、学び、人とつながり続けられるか」を中心に、家庭・学校・医療・福祉・民
間が一緒に考え取り組んでいくこと。それが、これからの不登校支援にとりわけ必要な視点ではないでしょうか。

線状降水帯による豪雨によって、河川の氾濫や土砂災害などが相次い
でいます。災害と人権は命を守るという観点で結びついています。災
害時、自分だけではなく周りを思いやることが大切です。一人ひとり
の人権と尊厳を守るという考え・視点が不可欠です。

%&'

（※１）山梨県「長期欠席児童生
徒家庭を支えるための家庭環境
実態調査結果」

※２）長野県「信州型フリー
スクール認証制度」

（※３）山梨県「令和１０年４月開
校予定 山梨県立夜間中学・学びの多
様化学校 校名募集」

（※４）山梨県「教育相談・子育て
相談　一覧」

人権移動教室

活動
報告

9月3日（木）～ 9月16日（水）甲府市東公民館、甲府市西公民館において、人権啓発パネル展を開催しました。

チャリティーゴルフコンペにて集まりました支援金は、甲府市・甲斐市・笛吹市の福祉活動へ寄付いたします。

人権啓発パネル展

第6回チャリティーゴルフコンペ 10月4日（日）昇仙峡カントリークラブにて開催

9月8日（火）甲府市立相川小学校、9月18日（金）甲斐市玉穂小学校において、人権移動教室を開催しました。

8月21日（金）リッチダイヤモンド総合市民会館において、映画鑑賞及びディスカッションを行いました。人権啓発映画鑑賞会

命の大切さを伝え
いじめをなくし

思いやりのある社会に
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人権移動教室に参加した子どもたちの感想文をご紹介します。
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